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No. 12

放射線の“線と面”の分布測定 
 

シンチレーション光ファイバー 
によるモニタリング 

日本原子力研究開発機構 
福島技術本部 

福島環境安全センター（遠隔モニタリングGr.） 
 



シンチレーション光ファイバー(PSF)の原理 
＊光ファイバーのコアが放射線に感じるシンチレータでできている 

光電子
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長さ：数ｍ～２０ｍ程度
太さ：φ1mm（10数本バンドル）

シンチレーション光

距離A 距離B位置X

距離A

距離B

時間差から
位置Xが求まる



1980年代に、高エネルギー物理の分野で使用されていた技術を、放射線検出器とし
て、東大・JAEA(旧動燃)が応用し、主に、原子炉内の線量分布測定や線量監視のた
めのツールとして使用されてきた。 

 
広範囲に測定を必要とするフィールドがなかった。線源が弱く、受信できなかった。 
→ 現在の汚染地域の測定ニーズに合致する 

なぜ、これまで利用されなかったのか？ 

PSFの開発経緯と特徴 



システム 



スキャン時間: 0.1 m/s 程度 

除染前後でのモニタリング 
＊ひび割れ部の除染残しが可視的に表現 

除染効果の面的確認 



Bq/c
m2 

除染範囲の決定のための広域モニタリング例 



汚染土壌の仮置き場での測定 

 ： NaIサーベイメータ 
－  ： PSF検出器 

森林内の測定 
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広域測定例 仮置場等の監視・樹木の測定 



藻の部分 

No.1：川底砂利（藻がない） 

No.2：川底砂利（小さな藻が生えているところがある） 

         〔No.1より約5mくらい下流側〕 

水底測定例 
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